
 

日本の秋に咲く花の一つとしてすぐに頭に浮かぶのが「コスモス」です。少し空気が涼しくなってきた頃に野山を訪れると、風に吹かれながら田んぼや畑の傍らで可憐に咲くコスモスの姿に出会

います。コスモスの花は、元々はメキシコ原産で標高 2500m程の高山に自生していたとされています。1789年、メキシコからスペインのマドリード王立植物園に送られ、そこで「コスモス」と名前

が付いたとされています。「コスモス」の名前は「飾り」「秩序」「美しい」「調和」という意味のギリシャ語「Kosmos, Cosmos」に由来するそうで、秩序正しい宇宙と同じように、花びらが整然と秩序正

しく並ぶという意味で呼ぶようになったといわれます。色はピンクや赤などがお馴染みではありますが、最近では色のバリエーションも増えて様々な品種が楽しまれています。只今、ブライトカラー

の可愛らしい八重のエディブルフラワー「コスモス」がお使いいただけます。イエローやオレンジ色のコスモスは、そこに心地よい秋の風を届けてくれているようです。 
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エディブルフラワー 「コスモス」 (愛知県産) Cosmos Flower 


